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令和８年度事業計画 

はじめに 

都市の緑は、持続可能な未来の実現に必要不可欠なものである。 

2025 年の夏の平均気温は、気象庁が統計を開始した 1898 年（明治 31 年）以降で

最も高く、歴代１位の高温を記録し、３年連続の記録的な猛暑となった。 

猛暑に加え、豪雨災害の激甚化・頻発化、勢力を増した台風による降水量・風速

の増加など、気候変動等によりもたらされる様々な危機に対し、国民の意識、関心

は高まっている。一方で、生物多様性を基盤とし、生態系から得られる恵みである

生態系サービス（自然が提供する食料、水、木材などの「供給」、気候・災害調節

の「調整」、精神的充足や美的な楽しみを提供する「文化」、土壌形成、水循環な

どの「基盤」の４つの恵み）の持続可能性確保が急がれており、総じて、自然の損

失を止め回復基調に乗せると同時に、気候変動等の緩和を実現させる取組みとして

ネイチャーポジティブの実現が不可欠となっている。 

都市の緑は、それ自身が二酸化炭素の吸収源となるだけでなく、壁面・屋上緑化

等により建物や屋外インフラの温度上昇を抑制し、エネルギー効率を向上させるな

ど、二酸化炭素の排出削減に役立っている。また、枝葉による遮光・遮熱や、植物

の蒸発散作用により、冷涼な空間づくりに貢献し、酷暑においても都市空間での日

常生活をより快適なものとしている。さらに、緑は、雨水を貯留・浸透させる機能

を有しており、都市化の進展に伴い増加する雨水流出に起因する都市型水害による

被害軽減につながっている。加えて、緑は、生態系の基盤として、生き物の生息・

生育環境となるとともに、地域の気候・風土に応じた特徴を有することから、歴史

や文化とも強く関わり、都市の風景・景観の基盤となっている。 

すなわち、我々の社会を支え、豊かにし、持続可能な未来を実現するためには、

「都市の緑」を「多様な主体」が「多面的に創造していく」ことが重要である。 

折しも、2027 年（令和８年）に横浜で開催される国際園芸博覧会は「幸せを創る

明日の風景」というテーマを掲げ、自然・人・社会が「共に持続するための最適解」

の発信を目指しており、緑はまさにその実現のための基本インフラとして据えられ

ている。 

このため、当機構においては、都市の緑の積極的な保全・再生及び創出の推進、

緑化技術の開発等に取組み、既存事業の必要な見直しを図りつつ、人と自然が調和

した緑豊かな都市づくりの実現、緑によるウェルビーイングな社会の形成に向けた

様々な事業を展開していく。併せて、多様なステークホルダーとの連携を強化し、

国際園芸博覧会の成功に向けた協力を推進しつつ、令和８年度において次の事業を

実施する。 
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１ 都市緑化推進事業 

（１）都市緑化に関する普及啓発 

都市緑化を全国的に推進するため、国民の都市緑化意識の高揚及び都市緑化に

関する知識・技術の普及を目的とした普及啓発活動を実施する。 

１）全国都市緑化フェア 

国民の都市緑化意識の高揚を図るため、第43回全国都市緑化フェアin 京都

丹波「京都丹波みどりの里まつり」を京都府、亀岡市、南丹市、京丹波町との

共催により、京都・亀岡保津川公園、亀岡運動公園、園部公園、わち山野草の

森、京都府立丹波自然運動公園を拠点に京都丹波地域全域を会場と位置付け

て、令和８年９月 18 日（金）～11 月８日（日）の期間にわたり開催する。 

フェア開催期間中の普及啓発催事の一環として、企業のみどりによる社会貢

献活動を顕彰する「みどりの社会貢献賞」を実施するとともに、公益財団法人

高原環境財団の協力によるフェア会場内での子どもたちの環境教育や、一般社

団法人日本造園建設業協会の主催による「全国造園デザインコンクール」と連

携した優秀作品の展示に取組む。 

加えて、今後の全国都市緑化フェアの開催を予定又は検討している地方公共

団体に対し、引き続き情報提供及び事業支援等を実施する。 

２）全国都市緑化祭 

全国都市緑化フェアの中心的な行事として、第 43 回全国都市緑化フェア in 

京都丹波の開催期間中に国土交通省、京都府、亀岡市、南丹市、京丹波町との

共催により「全国都市緑化祭」を開催する。 

３）都市緑化キャンペーン及び普及啓発ポスター 

国等が主催して、多様な主体の参加によるみどり豊かなまちづくりを推進す

る「春季における都市緑化推進運動」期間（４～６月）及び「都市緑化月間」

（10 月）における普及啓発活動として、都市緑化普及啓発ポスターを作成

し、国、地方公共団体、全国の緑化関係団体、鉄道会社等に配布・掲出する。 

また、都市緑化推進運動協力会の事務局として、都市緑化月間中に「都市緑

化キャンペーン」を実施する。 

４）その他 

都市緑化の普及啓発を目的とした、国、地方公共団体、全国の緑化関係団

体、学会等が実施する行催事等に対して、後援、協賛及び協力を行う。 

 

（２）都市緑化に関する顕彰・助成 

都市の緑の保全・創出を推進し、緑豊かで潤いのある暮らしやすい都市環境を

実現するため、国民、企業、行政等による都市の緑化に関する優れた取り組みに
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対して顕彰、助成を行う。 

特に「緑の都市賞」、「緑の環境プラン大賞」及び「緑化技術コンクール

（Innovative Green Tech Awards）」に係る顕彰等については、緑の保全・創出に

関わる多様な主体がつどい、交流することで、緑豊かなまちづくりに一体となっ

て取り組む「みどりの『わ』」を全国に広げていくことを目的として、緑豊かな

まちづくりにおける「事業の実績」・「みどりを創る計画」・「優れた緑化技

術」を表彰する「みどりの『わ』交流のつどい」-都市の緑３表彰-として実施す

る。 

１）都市の緑３表彰 

① 緑の都市賞 

みどり豊かな都市づくり・まちづくりの推進を目的として、市街地等にお

いて「みどり」を用いた環境の改善、景観の向上、地域社会の活性化等に先

進的かつ意欲的に取り組み、良好な事業実績と成果を挙げている市民団体、

企業、地方公共団体等を内閣総理大臣、国土交通大臣等によって表彰する第

46 回「緑の都市賞」を実施する。 

② 緑の環境プラン大賞 

みどり豊かな都市環境で育まれる人と自然とのふれあいやコミュニティの

醸成等を実現することを目的として、みどりを創る優れたプランを国土交通

大臣等によって表彰し、そのプランの実現のための助成を行う第 37 回「緑

の環境プラン大賞」を、一般財団法人第一生命財団との共催により実施する。 

なお、今年度の緑の環境プラン大賞については、2027 年に開催される

『GREEN×EXPO 2027（2027 年国際園芸博覧会）』会場で、『The Garden of 

Life』をテーマとした「生命のにわ」を表現する作品を募集、助成する。 

③ 緑化技術コンクール（Innovative Green Tech Awards） 

建物や人工構造物の屋上や壁面、室内における緑化技術の普及推進や都市

環境の改善と豊かな都市生活の実現を目的として、気候変動適応、官民連携

による居心地の良い空間づくりやにぎわい創出、2030年ネイチャーポジティ

ブの実現といった様々な社会課題の解決に寄与する優れた緑化技術及び、そ

れら緑化技術を用いた作品を、国土交通大臣、環境大臣等によって表彰する

第 25 回「緑化技術コンクール」を実施する。 

また、令和７年度に引き続き、公益社団法人 2027 年国際園芸博覧会協会

と連携し 2027 年に横浜で行われる国際園芸博覧会を盛り上げる緑化技術に

等について募集の実施、表彰を行う。 

２）全国花のまちづくりコンクール 

公益財団法人日本花の会、公益財団法人国際花と緑の博覧会記念協会他とと

もに「花のまちづくりコンクール推進協議会」を構成し、花のまちづくりの優
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れた取り組みを国土交通大臣、農林水産大臣等によって表彰する第 36 回「全

国花のまちづくりコンクール」を実施する。 

 

３）ユニバーサルデザイン施設普及事業 

都市公園等を誰もが支障なく共に利用でき、利用者や地域住民への潤いと安

らぎを与えることを目的として、ユニバーサルデザイン施設等で優れた機能を

有するものを地方公共団体等に提供する。 

また、提供した施設についてのアンケート調査を実施し、利用者の利便性向

上のための製品の改善等に努める。 

４）まちニワ創出活動助成 

みどりによる地域の価値向上を図り、市街地の活性化を図るため、まちなか

におけるみどりの保全や創出に取組む活動の支援を実施する。 

５）その他の助成 

全国各地で社会問題となっている人口減少･高齢化、中心市街地の空洞化等

により活力の衰退が深刻化する地域を対象に、花・みどりの提供により景観や

生活環境の改善や賑わいの創出など人々の癒しや活力の源となる空間の創出を

目的として、地方公共団体へ花苗と花壇用コンテナ等を提供する。 

 

（３）都市緑化に関する調査、研究、技術開発及びこれらの成果の普及 

都市環境の改善やみどり豊かな都市の実現を図るため、民間企業等との共同研

究のほか、受託研究、自主研究の方法により以下に係る調査、研究、技術開発を

実施する。 

１）都市緑化による環境の創造、改善に関する調査、研究及び技術開発 

２）都市における新たな緑化空間の創出に関する調査、研究及び技術開発 

３）都市における緑化を推進するための植栽植物の育成、管理に関する調査、 

研究及び技術開発 

４）国・地方公共団体による都市緑化、企業による緑地創出、市民・企業参 

加の花と緑のまちづくり等の推進に関する調査及び研究 

調査、研究、技術開発の実施にあたっては、都市緑化に関係する社会課題や将

来へのニーズを幅広く捉え、分野横断的な視点をもって取り組む。そのため共同

研究会間の連携によるプロジェクトチームの設置などの柔軟な取組体制を構築す

る。 

なお、都市緑化に関する調査、研究、技術開発については、多種多様な産業で
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進められているグリーントランスフォーメーション（GX）の取組みや海外の日本

庭園に関する動向など、日本国内だけでなく海外も対象に行う。特に 2027 年に横

浜で開催が予定されている国際園芸博覧会に向け、海外に発信すべき革新的で将

来性のある緑化技術等について、発表・展示の検討などを行うとともに、当機構

が主催として実施する「緑化技術コンクール」において実施する募集、表彰とも

連携する。 

以上の取り組みにより得られた調査、研究、技術開発の成果については、様々

な利用者にとって利便性の高い情報となるよう、ホームページやWEBを活用したセ

ミナーの開催、印刷物等により、分かりやすく発信し普及を図る。 

 

（４）都市緑化に関する評価 

１）社会・環境貢献緑地評価システム（SEGES）による評価 

企業等が実施する緑地の管理運営や整備計画に関する取組みの質的向上及びそ

れらの支援を図ることを目的に、企業等が保有・管理・整備する緑地について、

社会的な価値及び地域環境への貢献度等を「社会・環境貢献緑地評価システム

（SEGES）」により評価し、認定を行う。 

「社会・環境貢献緑地評価システム（SEGES）」は都市の緑地を客観的かつ体

系的に評価、認定することで、都市における緑地の質と量の確保において、一定

の成果を見出しており、引き続き都市における緑地の指標としての役割を果たし

ていくため、評価、認定における各種評価項目、評価基準等の充実を図ることで、

都市の緑地の健全な発展を継続的に促進していく。 

また、国土交通省による「優良緑地確保計画認定制度（TSUNAG）」や、一般社

団法人いきもの共生事業所推進協議会による「ABINC 認証」など国内の緑地認

証・認定、取組みとも引き続き、連携を図っていく。 

２）都市緑化技術審査証明事業による評価 

新しい都市緑化技術の開発と適切な導入による良質で効率的な都市緑化を推

進するため、民間企業等において開発された新技術の有効性を公正かつ客観的

に審査、証明し、その普及活用を図る都市緑化技術審査証明事業を推進する。 

 

（５）都市緑化に関する人材の育成、情報の収集及び発信、国際協力等 

都市のみどりに関わる人材の育成、多様な方法による都市緑化に関する情報の

収集と発信、海外諸国との緑化技術等の情報収集・交換等を行う。 

１）調査研究活動への支援 

民間事業者や大学院生等の若手研究者による都市緑化に関する調査研究等を

奨励するため、今後の都市緑化を先導する優れた研究テーマに対する助成を実

施する。 

-5-



 
 

なお、今年度の調査研究活動への支援については、2027 年に開催される

『GREEN×EXPO 2027（2027 年国際園芸博覧会）』の開催に合わせ、都市緑化を

先導する優れた研究テーマに加え、緑による持続可能な地域・経済の創造や社

会的な課題解決に貢献する新たな緑化技術への助成を検討する。 

２）都市緑化技術研修会の開催 

都市緑化に係る実務者や技術者の能力向上、都市緑化技術に関する情報の提

供及び技術の普及を目的として、都市緑化技術研修会を開催する。 

また、研修会の開催に際しては、造園技術者の継続教育の場となるよう造園

CPD 制度（造園及び関連分野の技術者（造園系技術者）に対し、技術者の能力

開発を支援し、努力結果を客観的に評価する制度）による造園 CPD 認定プログ

ラムに登録、実施する。 

３）都市緑化に関する国際交流の推進 

社団法人韓国人工地盤緑化協会と連携し、都市緑化を通じた日韓における

技術交流と普及啓発活動の推進を図る。 

４）機関誌の発行 

地方公共団体、市民、企業等による優れた緑化の取り組み事例や都市緑化技

術等に関する最新の情報発信及び調査研究成果の発表の場として機関誌「都市

緑化技術」を発行し、全国の造園・環境系の学部などを有する大学、図書館等

の多くの閲覧が見込まれる機関・施設等に配布する。 

５）植樹保険制度の活用支援 

公共植栽工事において異常気象等により大量枯損した樹木等の植替えを円滑

かつ確実に行うことで都市のみどりを保全する植樹保険制度の活用を支援する

ため、加入手続き事務を行う。 

 

２ 緑地保全・緑化支援事業 

都市緑地法（昭和 48年法律第 72号。以下「緑地法」という。）に基づき令和７

年３月に国土交通大臣より指定された都市緑化支援機構として、都市における緑

地の保全及び緑化の推進を支援するため次の事業を実施する。 

（１）特定緑地・特定土地保全業務 

緑地法及び古都における歴史的風土の保存に関する特別措置法（昭和 41 年

法律第 1 号。以下「古都法」という。）に基づき、都道府県等が特別緑地保全

地区及び歴史的風土特別保存地区（以下「特別緑地保全地区等」という。）と

して指定し、保全している緑地について、都道府県等からの要請があった土地

の買入れを行うとともに、買入れた土地の管理及び緑地の有する機能の維持増

進を図る事業の実施を行う。 

-6-



 
 

また、緑地法等に基づき、買入れた土地の保有期間内（10年を超えない範囲）

において都道府県等へ譲渡する。 

 

（２）優良緑地確保支援資金貸付業務 

緑地法等に基づく「優良緑地確保計画認定制度（TSUNAG）」に基づき、国土

交通大臣の認定を受けた民間事業者等からの申請を受け、申請内容について審

査を実施し、認定に従って行われる緑地確保事業の実施のために必要な資金の

貸付けを行う。 

 

（３）調査研究等 

都市緑地の保全及び緑化支援に関して情報を収集するとともに、出版物及び

ホームページ等により情報提供を行う。また、これらに関する自主研究、共同

研究、受託研究等を実施する。 

また、「都市緑化支援機構」についてホームページ等において周知を図り、

緑地の保全及び緑化の推進に関する相談等に対応する。 

 

３ その他 

（１）訪問学習等への対応 

学生等の都市緑化に関する理解が深まる機会となるよう、当機構を訪問しての

校外学習（訪問学習）に協力するとともに、要請に応じて勉強会等へ講師等とし

て出向き、都市緑化の意義等の普及に努める。 

 

（２）都市緑化の活動を推進するための募金活動等 

都市緑化を推進するための様々な活動の円滑な展開に向けて、多様な募金活動

による寄附の拡大に努めるとともに、寄附しやすい環境づくりのための取り組み

を推進する。 

また、都市緑化活動推進の財源確保のため、飲料を取り扱う事業者との連携に

より寄附型自動販売機の設置等を進める。 

 

（３）都市緑化基金等連絡協議会等への協力 

全国各地において展開されている都市緑化に関する普及啓発活動及び緑化推進

活動の活性化を図るため、地方の都市緑化基金等により構成される都市緑化基金

等連絡協議会等の運営に協力する。 
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（４）地方公共団体、各種団体等との連携 

当機構が進める都市緑化、みどりのまちづくりに関しての事業について、様々

な活動の推進、課題解決を図るため、地方公共団体、各種団体等との連携、協力

を進める。 

 

４ 会議の開催 

理事会、評議員会を次により開催する。 

・令和８年５月：通常理事会 

・令和８年６月：定時評議員会 

・令和９年３月：通常理事会 

 

また、臨時理事会、臨時評議員会を必要に応じて開催する。 
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